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い
ま
や
大
人
気
、
大

混
雑
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
ハ
イ
ラ
イ
ン
」
に
、
こ

の
夏
、
新
し
い
ア
ー
ト

が
加
わ
っ
た
。
昔
の
高

架
鉄
道
の
線
路
が
枝
分

か
れ
し
た
部
分
（
貨
物

列
車
が
ビ
ル
内
に
進
入

す
る
際
に
使
わ
れ
て
い

た
鉄
橋
部
分
）
が
広
々

と
し
た
彫
刻
プ
ラ
ザ
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の

第
一
弾
と
し
て
登
場
し

た
の
が
、
い
ま
も
っ
と

も
活
躍
す
る
黒
人
女

性
作
家
シ
モ
ー
ン
・
リ

ー
（
１
９
６
７
年
生
ま

れ
）
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
少

女
像
だ
。

　

リ
ー
の
存
在
は
、
３

年
前
の
夏
、
ハ
ー
レ
ム

の
公
園
に
展
示
さ
れ
た

新
人
作
家
た
ち
の
彫
刻

展
で
も
話
題
だ
っ
た
が
、

以
来
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
い
う
間
に
主
要
美
術

展
に
名
を
連
ね
、
昨
年

は
、
グッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美

術
館
主
催
の「
ヒュー
ゴ・

ボ
ス
」
賞
を
受
賞
。
現

在
、
同
館
で
個
展
が
開

催
さ
れ
、
今
年
の
ホ
イ

ッ
ト
ニ
ー
・
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
の
選
抜
作
家
と
も
な

って
い
る
。

　

そ
の
作
品
は
と
い
え

ば
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
藁

を
素
材
と
す
る
ど
っ
し

り
と
し
た
彫
刻
で
、
家

や
身
体
を
想
起
さ
せ
る

も
の
が
多
い
。
今
回
の

お
下
げ
髪
の
少
女
像

は
、
少
女
と
は
い
え
、

あ
ま
り
に
巨
大
。
高
さ

は
５
メ
ー
ト
ル
近
く
あ

り
、
首
か
ら
下
の
胴
体

部
分
は
ス
カ
ー
ト
か
テ

ン
ト
の
よ
う
に
膨
ら
ん

で
い
る
。
西
ア
フ
リ
カ

に
伝
わ
る
円
錐
形
の
住

居
や
ミ
シ
シッ
ピ
州
に
あ

る
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン「
マ

ミ
ー
の
食
器
棚
」（
ス
カ

ー
ト
の
形
を
し
た
外
観
）

が
ベー
ス
に
あ
る
と
い
う
。

　
「
ブ
リッ
ク
ハ
ウ
ス
」
と

題
さ
れ
た
こ
の
巨
大
作

品
は
、「
建
築
の
解
剖

学
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら
の
１

点
で
、
周
囲
に
林
立
す

る
ガ
ラ
ス
の
超
高
層
ビ

ル
を
も
圧
倒
す
る
力
強

さ
だ
。
そ
れ
は
慈
し
み

の
力
と
で
も
いった
も
の
。

ハ
イ
ラ
イ
ン
広
場
で
全

体
像
と
し
て
眺
め
る
よ

り
、
10
番
街
の
歩
道
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
き
、

鉄
橋
の
上
に
顔
を
出
す

そ
の
お
姿
を
目
に
し
た

時
、
い
っ
そ
う
心
打
た

れ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

私
た
ち
の
現
実
、
ア
メ

リ
カ
の
歴
史
、
す
べ
て

を
包
み
込
む
慈
愛
の
姿

で
あ
る
。

◇　

　

ハ
イ
ラ
イ
ン
の
南
の

起
点
に
目
を
移
せ
ば
、

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館

か
ら
は
目
と
鼻
の
先
、

そ
の
名
も
「
ガ
ン
ゼ
ブ

ー
ト
通
り
の
砦
」と
い
う

べ
き
画
廊
の
存
在
が
面

白
い
。
米
南
部
の
画
家

の
仕
事
や
、
装
飾
性
の

強
い
コ
ラ
ー
ジュ
や
オ
ブ

ジ
ェ
な
ど
、
チ
ェ
ル
シ
ー

の
画
廊
街
と
は
一
線
を

画
す
ア
ー
ト
を
紹
介
し

て
き
た
中
、
こ
の
夏
は
、

１
９
６
９
年
の
「
ス
ト

ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
反
乱
」

か
ら
50
年
を
記
念
す
る

グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
中

だ
。

　

69
年
６
月
28
日
の
未

明
、
ビ
レッ
ジ
の
ク
リ
ス

ト
ファ
ー
通
り
の
ゲ
イ
バ

ー「
ス
ト
ー
ン
ウォ
ー
ル・

イ
ン
」
に
私
服
警
官
を

含
む
数
人
が
強
制
捜
査

に
踏
み
込
み
、
客
の
若

者
や
女
装
の
ダ
ン
サ
ー

ら
と
衝
突
。
乱
闘
は
５

日
間
に
も
及
ん
だ
。
こ

の
事
件
が
も
と
で
、
ゲ

イ
解
放
運
動
が
大
々
的

に
広
が
り
、
翌
年
か
ら

N
Y
恒
例
の
ゲ
イ
・
プ

ラ
イ
ド
の
パ
レ
ー
ド
も

始
まって
い
る
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
今
年

に
入
っ
て
「LGBTQ+

」

関
連
の
ア
ー
ト
展
は
引

き
も
切
ら
ず
、
美
術
館

や
画
廊
で
の
展
示
が
続

い
て
い
る
。
80
年
代
の

エ
イ
ズ
禍
を
含
め
、
当

時
の
写
真
や
映
像
の
ほ

か
、
ゲ
イ
の
作
家
の
ア

ー
ト
作
品
な
ど
、
内
容

に
大
差
は
な
い
も
の
の
、

本
展
が
特
徴
的
な
の
は
、

ス
ペ
ー
ス
自
体
に
懐
か

し
さ
、
時
代
の
面
影
が

残
って
い
る
こ
と
だ
。

　

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
に
囲
ま
れ
た
洒
落
た

ミ
ー
ト
パッ
キ
ン
グ
地
区

の
中
、
こ
こ
だ
け
は
昔

の
ま
ま
の
間
口
の
狭
い

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
で
、
木
の

ド
ア
を
開
け
た
先
に
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
や
テ
ー
ブ
ル

が
広
が
り
、
窓
越
し
に

オ
ブ
ジ
ェ
が
並
ぶ
。
２

階
に
は
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ジ

ャ
ー
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写

真
や
、
人
形
作
家
グ
リ

ア
・
ラ
ン
ク
ト
ン
の
ビ

ジュー
尽
く
し
の
マ
ネ
キ

ン
の
足
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ウ
ォ
ン
の
独
特
の
レ
タ
リ

ン
グ
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー

な
ど
が
登
場
。
ハ
イ
ラ

イ
ト
は
３
階
の
展
示
だ

ろ
う
か
。

　

実
は
こ
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
、
80
年
代
に
ビ
デ
オ

ア
ー
テ
ィス
ト
の
ネ
ル
ソ

ン
・
サ
リ
バ
ン
が
住
み
、

89
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、

ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
ル

ポ
ー
ル
や
「
ビ
レッ
ジ
ボ

イ
ス
」の
名
物
ラ
イ
タ
ー
、

マ
イ
ケ
ル
・
ム
ス
ト
ら

が
訪
れ
る
賑
や
か
な
サ

ロ
ン
だ
った
と
い
う
。
３

階
に
は
、
そ
ん
な
時
代

の
映
像
が
途
切
れ
な
く

流
れ
、
サ
リ
バ
ン
へ
の
オ

マ
ー
ジュで
あ
る
油
彩
画

や
女
装
写
真
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、

当
時
を
知
る
人
々
や
写

真
に
撮
ら
れ
た
仲
間
た

ち
が
、い
ま
や
オ
ジ
サ
ン
、

オ
バ
サ
ン
の
姿
で
現
れ
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
。
50
周
年
と
い
え
ば
、

国
家
の
威
信
を
か
け
た

歴
史
的
イ
ベ
ン
ト
「
ア

ポ
ロ
月
面
着
陸
」
を
記

念
す
る
展
覧
会
も
目
立

つ
が
、
同
じ
半
世
紀
で

ど
ち
ら
が
ど
れ
ほ
ど「
進

化
」
し
た
の
か
。
ち
ょっ

と
感
慨
深
い
幕
開
け
で

も
あった
。（

藤
森
愛
実
）

Simone Leigh: 
Brick House
■2020年9月末まで
■会場：High Line Spur
　W. 30th St. & 10th Ave.
■無料
■www.thehighline.org

A Look Back: 
50 Years After Stonewall
■８月10日（土）まで
■会場：Fort Gansevoort
　5 Ninth Ave.
　無料
■www.fortgansevoort.com

半世紀でアメリカは
どのように変化したのか…
ハイラインの少女像とグループ展

Simone Leigh, Brick House, 2019
Photo by Timothy Schenck. Courtesy the High Line

Installation View of A Look Back: 50 Years After Stonewall
Courtesy of the artists and Fort Gansevoort, New York

Martin Wong, Viva tu Vida (Print for bullet – Your House is Mine),  1988
Courtesy of the Estate of Martin Wong and PPOW, New York


